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５
月
26
日
福
知
山
地
本
は
、
２
０

２
０
年
度
総
合
労
働
協
約
改
訂
交
渉

に
お
け
る
要
求
に
つ
い
て
、
支
部
・
分

会
・
部
会
の
意
見
を
18
項
目
集
約

し
、
中
央
本
部
へ提
出
し
ま
し
た
。 

①
「
発
令
の
日
の
10
日
以
前
」
を「
発

令
の
日
の
21
日
以
前
」
に
改
め
ら
れ

た
い
。
（協
約
第
96
条
） 

転
勤
に
は
、
引
継
や
荷
物
の
整
理

が
必
要
と
な
る
。
従
来
の
業
務
を
行

い
な
が
ら
引
継
資
料
の
作
成
及
び
整

理
を
行
う
事
と
な
り
、
且
つ
制
服
等

の
被
服
類
に
つ
い
て
も
準
備
が
行
え

て
い
な
い
場
合
も
発
生
し
て
い
る
。
更

に
、
引
越
を
伴
う
場
合
に
は
、
賃
貸

物
件
の
違
約
金
等
が
発
生
す
る
等
、

負
担
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
為
、
一

定
の
日
数
を
確
保
す
べ
く
、
21
日
以 

 

前
の
通
知
と
す
る
べ
き
と
考
え
る
。 

②
条
文
内
容
に
つ
い
て
、
昇
職
試
験

合
格
者
に
つ
い
て
は
１
年
ご
と
の
進

級
で
は
な
く
、
次
期
進
級
時
に
合

格
階
層
の
２
級
と
な
る
よ
う
改
め

ら
れ
た
い
。
（協
約
第
110
条
） 

 

間
接
部
門
に
お
い
て
は
、
職
務
階

層
に
よ
る
要
員
管
理
を
行
っ
て
お

ら
ず
、
昇
職
試
験
合
格
者
に
つ
い
て

は
１
年
ご
と
の
進
級
で
は
な
く
、
次

期
進
級
時
に
合
格
階
層
の
２
級
と

す
る
事
で
、
同
一
試
験
合
格
者
間

の
賃
金
の
不
利
益
を
改
善
す
る
べ

き
と
考
え
る
。
ま
た
、
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
る
。 

③
欠
勤
日
数
に
つ
い
て
、
90

日
、

180
日
を
延
長
さ
れ
た
い
。
（
協
約 

 

第
114
条) 

 
私
傷
病
に
よ
る
欠
勤
日
数
を
延

長
す
る
事
で
、
在
職
期
間
を
延
ば

し
復
職
を
支
援
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。 

④
半
休
の
付
与
対
象
者
の
う
ち「
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
が
適
用
さ
れ
る

社
員
」
を
削
除
さ
れ
た
い
。
（
協
約

第
153
条
の
３) 

 

フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
制
度
と
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
に
関
し
て
は
、
制
度

上
の
趣
旨
が
異
な
る
。 

⑤
保
存
休
暇
の
使
用
制
限
を
緩
和

さ
れ
た
い
。
（協
約
第
159
条) 

 

保
存
休
暇
の
使
用
目
的
は
、
ご
く

限
定
的
に
限
ら
れ
、
且
つ
、
証
明
書

類
も
必
要
な
事
か
ら
、
年
休
の
取

得
状
況
に
依
ら
ず
使
用
が
行
え
る 

 

よ
う
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
。 

⑥
保
存
休
暇
の
使
用
範
囲
を
緩
和

さ
れ
た
い
。
（協
約
第
159
条) 

 

保
存
休
暇
の
使
用
範
囲
に
つ
い

て
、
自
治
会
活
動
や
消
防
活
動
、
行

政
官
庁
主
催
の
地
域
活
性
化
活
動

を
含
め
、
地
域
共
生
と
し
て
社
員
の

地
元
貢
献
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ

き
と
考
え
る
。 

⑦「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
」

と
あ
る
が
、「
感
染
症
に
感
染
し
」
と

条
文
を
改
め
ら
れ
た
い
。
（
協
約
第

159
条
⑵) 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
始

め
、
今
後
も
感
染
症
へ
の
対
応
が
必

要
と
な
る
事
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の

為
、
条
文
を
整
理
し
、
速
や
か
に
対

応
が
行
え
る
よ
う
に
整
理
を
す
る
べ

き
と
考
え
る
。 

⑧
検
査
休
暇
に
つ
い
て
一
定
日
数
を

有
給
休
暇
と
さ
れ
た
い
。
（
協
約
第

164
条
８
項) 

 

現
行
、
無
給
休
暇
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
て
い
る
が
、
２
人
目
等
の
妊
娠

で
あ
れ
ば
、
育
児
と
の
両
立
も
必
要

で
有
給
休
暇
に
よ
り
制
度
の
利
用

を
図
る
。 

⑨
介
護
休
暇
の
適
用
条
件
を
緩
和

さ
れ
た
い
。
（協
約
第
164
条
12
項) 

 
介
護
休
暇
の
適
用
条
件
で
あ
る
介

護
保
険
法
に
基
づ
く
よ
う
支
援
又

は
要
介
護
の
認
定
を
受
け
る
ま
で
の

期
間
や
要
介
護
状
況
を
勘
案
し
、

適
用
条
件
を
緩
和
す
る
べ
き
と
考

え
る
。 

⑩
災
害
等
異
常
時
に
お
け
る
業
務

指
示
で
、
自
宅
か
ら
直
接
現
地
に
赴

く
移
動
時
間
を
勤
務
時
間
と
さ
れ 

た
い
。
（協
約
第
167
条) 

 

災
害
等
の
異
常
時
に
お
い
て
、
直

接
現
地
に
赴
く
際
に
つ
い
て
は
、
業

務
指
示
の
た
め
、
移
動
時
間
に
お
い

て
も
労
働
時
間
と
す
る
べ
き
と
考
え

る
。 

⑪
短
日
数
勤
務
制
度
１
箇
月
８
日

の
適
用
対
象
者
を
拡
大
さ
れ
た
い
。 

短
日
数
勤
務
制
度
の
適
用
対
象

者
は
、
乗
務
員
区
所
以
外
で
も
泊
り

勤
務
が
中
心
の
社
員
も
い
る
。
そ
の

為
、
１
箇
月
８
日
に
つ
い
て
も
短
日

数
勤
務
制
度
適
用
対
象
者
全
員
を

対
象
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
。 

⑫
更
年
期
症
状
の
診
断
が
あ
っ
た
際

の
制
度
を
確
立
さ
れ
た
い
。 

女
性
の
採
用
か
ら
一
定
期
間
が

経
過
し
、
運
転
士
等
で
業
務
を
行
う

女
性
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

定
の
制
度
を
確
立
す
る
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
、
更
年
期
症
状
は
男
性
に

も
あ
り
、
鬱
等
の
原
因
と
も
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
私
傷
病
と
は
区

別
し
た
制
度
の
確
立
を
行
い
、
不
安

の
解
消
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。 

⑬
保
存
休
暇
の
上
限
を
増
加
さ
れ

た
い
。
年
次
有
給
休
暇
が
取
得
を
行

い
や
す
い
環
境
を
整
備
さ
れ
た
い
。 

 

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
日
数
が

増
加
し
て
い
る
と
い
え
、
あ
く
ま
で

平
均
日
数
で
あ
り
、
時
期
や
箇
所
に

よ
り
時
季
変
更
も
多
く
あ
り
、
残
り

も
保
存
休
暇
と
な
っ
て
い
る
が
、
保

存
休
暇
も
20
日
の
上
限
と
な
る
人

数
が
増
え
て
い
る
。
現
在
の
環
境
を

考
え
る
と
保
存
休
暇
の
上
限
を
増

加
す
る
べ
き
か
年
次
有
給
休
暇
が
取

得
し
や
す
い
環
境
を
会
社
が
責
任 

を
も
っ
て
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。 

他
府
県
の
広
域
エ
リ
ア
か

ら
採
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ

り
、
優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
、
寮

の
利
用
を
可
能
と
し
、
福
利
向
上

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。 

⑭
短
日
数
勤
務
支
援
金
の
給
付
条

件
を
緩
和
さ
れ
た
い
。 

 

現
行
で
は
、
看
護
休
暇
等
の
休
暇

を
１
日
で
も
取
得
す
れ
ば
短
日
数

勤
務
支
援
金
が
さ
れ
な
い
。
育
児

を
し
な
が
ら
働
く
環
境
を
整
備
す

る
一
環
と
し
て
、
給
付
条
件
の
緩
和

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。 

⑮
職
務
乗
車
証
の
範
囲
に
つ
い
て
、

契
約
社
員
１
年
目
よ
り
エ
リ
ア
に
変

更
さ
れ
た
い
。  

 

契
約
社
員
に
つ
い
て
も
、
在
勤
箇

所
以
外
で
の
研
修
も
あ
り
、
エ
リ
ア

乗
車
証
に
す
る
事
で
、
事
務
の
業

務
も
軽
減
出
来
る
と
考
え
る
。 

⑯
契
約
社
員
に
寮
の
利
用
が
で
き

る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。 

他
府
県
の
広
域
エ
リ
ア
か
ら
採
用

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
、
優

秀
な
人
財
確
保
の
た
め
、
寮
の
利
用

を
可
能
と
し
、
福
利
向
上
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
。 

⑰
年
次
有
給
休
暇
の
連
続
取
得
制

度
を
導
入
さ
れ
た
い
。 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
充
実

の
た
め
、
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
等
で
連

続
取
得
が
行
え
る
よ
う
に
制
度
の

導
入
を
さ
れ
た
い
。 

⑱
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
を
導

入
さ
れ
た
い
。 

努
力
義
務
化
さ
れ
た
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
制
度
を
乗
務
員
以
外
に

も
導
入
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
充
実
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。 

        

 

  


